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「何でいくの？」 ～コミュニケーションの注意点～

みなさんは、「何でいくの？」と誰かに尋ねられたら、どのように答えますか？ よく考えてみると、この問い
には二種類の答え方があります。
一つ目は、どこに行く「理由」を尋ねられている場合です。もう一つ、どのような「手段」で目的地に行こうと

しているのかを尋ねられている場合もあるので、答えに迷ってしまいます。普通の会話なら、当然この問いの前後
の脈絡があるので、誰にでも簡単に答えることができます。ところが、この問いをスマホで行うと、どうなるか想
像してみてください。
たとえば、遊びに行く約束をしていて「交通手段は何にするの？」と尋ねるつもりで「何でいくの？」と書き送

ったとします。しかし、相手には「どうしておまえが来るんだ？」という意味に受け取られてしまった場合には、
誤解が生じてトラブルになる、というようなことが起こります。原因としては、発信側の語彙力の不足があり、さ
らに文字や絵だけのコミュニケーションというスマホの特徴があげられます。メールやラインなどの文字や絵によ
るコミュニケーションは、非常に誤解が生じやすいのです。スマホを使うとき、「相手がこの画面を見たらどう感
じるかな？」ということを考えて発信することがとても大切です。
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